｢在台湾日本企業の事業活動に関するアンケート調査｣

※本アンケート調査の回答結果は経済部投資業務處および㈱野村総合研究所台北支店で厳重に管理され、個別の企業名や回答結果が外部に発表されることは一切ありません。

※アンケート集計結果は、取りまとめ後にご回答の皆様に無料で郵送いたします。下記のご回答者とは別の宛先への送付をご希望の方は、別途、㈱野村総合研究所台北支店の杉本(杉本)宛にご連絡下さい。

電話：02-2718-7620　分機26(杉本)

電子メール：japandesk@nri.co.jp

※お忙しい中、誠に恐縮ですが、アンケート回答用紙はご回答後、同封の返信用封筒に入れて、9月30日までに、下記までご返送いただきますようお願い申し上げます。
【返送先】

台北市敦化北路１６８号１３F-E室　(株)野村総合研究所台北支店　杉本　宛

【ご回答者欄】

	貴社名
	

	ご住所
	

	お取り扱い製品・サービス
	

	部署名
	
	お役職名
	

	お名前
	

	電話番号
	
	Fax番号
	


アンケート設問・ご回答用紙

１．まず、はじめに貴社（台湾拠点）の基本事項に関してお伺いします。

１－１、業種分類表の中から、貴拠点が該当する業種の番号を○で囲んでください。
【製造業】

	番号
	業種名
	主な事業内容

	１
	食料品
	食料品、飲料、たばこ、飼料

	２
	繊維
	繊維工業、衣服

	３
	パルプ・紙
	パルプ・紙、紙加工品

	４
	化学
	化学肥料、無機化学、有機化学、化学繊維、油脂加工、医薬品、化粧

	５
	ゴム
	ゴム製品、タイヤ・チューブ

	６
	窯業・土石製品
	ガラス・ガラス製品、セメント・セメント製品、建設用粘土製品、陶磁器

	７
	鉄鋼
	製鉄、製鋼、鋼材製造

	８
	金属製品
	非鉄金属製造、金属製品製造、

	９
	一般機器
	原動機、農業用機械、建設機械・鉱山機械、金属加工機械、繊維機械

	
	
	特殊産業用機械、一般産業用機械、事務用･サービス用･民生用機械器具

	１０
	電気機器
	発電機器、電気機器、通信機器、電子計算機、電子応用装置、電子計測器

	１１
	電子部品
	電子管、半導体素子、集積回路、抵抗器・コンデンサ・変成器・複合部品

	
	デバイス
	音響部品・磁気ヘッド・小形モータ、コネクタ・スイッチ・リレー、

	
	
	スイッチング電源・高周波組立部品・コントロールユニット、プリント回路

	１２
	輸送用機器
	自動車、鉄道車両、自転車、船舶、航空機、及びその付属品

	１３
	精密機器
	計量器・測定器・分析機器・試験機、測量機械器具、医療用機械器具

	
	
	理化学機械器具、光学機械器具・レンズ、眼鏡、時計

	１４
	その他
	


【非製造業】

	１５
	建設
	総合工事、設備工事

	１６
	運輸
	運輸、倉庫

	１７
	通信
	国内電気通信、国際電気通信、有線放送電話、電気通信に附帯するサービス

	１８
	商業
	貿易、流通、卸売、小売、飲食店

	１９
	金融・保険
	銀行・信託、証券、保険

	２０
	不動産
	不動産取引、不動産賃貸・管理

	２１
	情報サービス
	ソフトウェア、情報処理・提供サービス、ニュース供給

	２２
	その他サービス
	専門サービス(法律事務所、会計事務所)、広告業


注1. 業種分類は、原則として「日本標準産業分類」に準拠しています。

注2. 二業種以上を兼業している場合は、主たる（売上高の最も大きい品目）の分類によって下さい。

１－２、貴拠点の設立形態について該当する番号を○で囲んでください。

　　１　日本企業１００％出資の現地法人

　　２　台湾との合併（日本側出資比率５０％以上）

　　３　台湾との合併（日本側出資比率５０％未満）

　　４　日本企業の支店

　　５ 第三国現地法人の台湾支店

　　６ 駐在員事務所

　　

１－３、貴拠点の台湾での活動年数について、該当する番号を○で囲んでください。

　　１　２年未満

　　２　２年以上５年未満

　　３　５年以上１０年未満

　　４　１０年以上２０年未満

　　５　２０年以上

１－４、貴拠点の従業員数について該当する番号を○で囲んでください。

　　１　１０人未満

　　２　１０人以上５０人未満

　　３　５０人以上１００人未満

　　４　１００人以上５００人未満

　　５　５００人以上１０００人未満

　　６　１０００人以上

１－５、貴拠点の日本人駐在員数について、該当する番号を○で囲んでください。

　　１　０人

　　２　１人

　　３　２人以上５人未満

　　４　５人以上１０人未満

　　５　１０人以上３０人未満

　　６　３０人以上

１－６、貴拠点の事務所･本社機構及び工場の所在地について、該当する番号を○で囲んでください。工場が二ヶ所以上ある場合は、もっとも従業員数が多い工場の所在地を回答ください。

【事務所･本社機構】　　　　　　　　　　　　　

１　台北市・台北県

２　桃園県・新竹市・新竹県

３　台中市・台中県・彰化県

４　台南市・台南県

５　高雄市・高雄県

６　その他

【工場】 （※工場を有する企業のみご回答下さい）
１　台北市・台北県

２　桃園県・新竹市・新竹県

３　台中市・台中県・彰化県

４　台南市・台南県

５　高雄市・高雄県

６　その他

２．貴拠点の活動の現況及び今後の見通しに関してお伺いします

２－１、貴拠点の現状の経営状況について、該当する番号を○で囲んでください。

　　１　売上利益ともに順調である

　　２　売上利益ともにまずまず満足できる状況である

　　３　売上利益は予想以下であるが深刻な状況ではない

　　４　売上利益ともに深刻な状況にある

２－２、前問（２－１）で｢４　売上利益ともに深刻な状況にある｣とお答えの方はその理由を下記にご記入下さい。

　　　　　　　　

２－３、今後の１、２年を見た場合に貴拠点の経営はどのような方向に進む可能性がありますか。該当する番号を○で囲んでください。

　　１　これまでよりは相当に苦しい方向に向かうだろう

　　２　これまでよりは苦しい方向に向かうだろう

　　３　これまでと大きな変化はないだろう

　　４　これまでよりはいい方向に向かうだろう

　　５　これまでよりは相当にいい方向に向かうだろう

２－４、貴拠点では今後１年以内に新規事業／事業拡大のための投資を検討していますか。該当する番号を○で囲んでください。

　　１　今後１年以内に、新規事業／事業拡大のための投資を検討している。

　　２　当面は、新規事業／事業拡大のための投資は計画していない。

２－５、前問（２－４）で｢１、今後１年以内に、新規事業／事業拡大のための投資を検討している｣とお答えの方はその内容、及び政府或いはジャパンデスクに期待するサポートについて差し支えの無い範囲内で下記にご記入下さい。

時期：

地点：

投資内容：

　　　　　　　　

サポート内容：



２－６、貴拠点が下表に示された業務内容を行っているか否かをお答えください。（「有・無」の欄に○を囲んで下さい）。

２－７、次に、貴拠点が複数の業務を行っている場合、各々の業務に従事する従業員数が全従業員に占める割合について、該当する番号を○で囲んでください。

２－８、最後に、各々の業務の今後の見通しについて、該当する番号を○で囲んでください。(現在、当該業務を行っていないが、今後開始を検討している場合、｢４ 今後開始検討｣をお選びください)

【回答例】

	　
	２－６

業務の有無
	２－７

当該業務従業員数の全従業員に占めるウエート
	２－８

今後の見通し

	研究開発
	　
	１
	１０％未満
	４
	５０％以上７０％未満
	１
	増加
	４
	今後検討開始

	商品企画
	有・無
	２
	１０％以上３０％未満
	５
	７０％以上
	２
	現状維持
	　

	設計
	　
	３
	３０％以上５０％未満
	　
	３
	減少
	

	　
	　
	１
	１０％未満
	４
	５０％以上７０％未満
	１
	増加
	４
	今後検討開始

	生産
	有・無
	２
	１０％以上３０％未満
	５
	７０％以上
	２
	現状維持
	　

	　
	　
	３
	３０％以上５０％未満
	　
	３
	減少
	


【回答表】

	　
	２－６

業務の有無
	２－７

当該業務従業員数の全従業員に占めるウエート
	２－８

今後の見通し

	研究開発
	　
	１
	１０％未満
	４
	５０％以上７０％未満
	１
	増加
	４
	今後検討開始

	商品企画
	有・無
	２
	１０％以上３０％未満
	５
	７０％以上
	２
	現状維持
	　

	設計
	　
	３
	３０％以上５０％未満
	　
	３
	減少
	

	　
	　
	１
	１０％未満
	４
	５０％以上７０％未満
	１
	増加
	４
	今後検討開始

	生産
	有・無
	２
	１０％以上３０％未満
	５
	７０％以上
	２
	現状維持
	　

	　
	　
	３
	３０％以上５０％未満
	　
	３
	減少
	

	部材調達
	　
	１
	１０％未満
	４
	５０％以上７０％未満
	１
	増加
	４
	今後検討開始

	(含、OEM)
	有・無
	２
	１０％以上３０％未満
	５
	７０％以上
	２
	現状維持
	　

	
	　
	３
	３０％以上５０％未満
	　
	３
	減少
	

	マーケ
	　
	１
	１０％未満
	４
	５０％以上７０％未満
	１
	増加
	４
	今後検討開始

	ティング
	有・無
	２
	１０％以上３０％未満
	５
	７０％以上
	２
	現状維持
	　

	販売
	　
	３
	３０％以上５０％未満
	　
	３
	減少
	

	アフター
	　
	１
	１０％未満
	４
	５０％以上７０％未満
	１
	増加
	４
	今後検討開始

	サービス
	有・無
	２
	１０％以上３０％未満
	５
	７０％以上
	２
	現状維持
	　

	　
	　
	３
	３０％以上５０％未満
	　
	３
	減少
	

	　
	　
	１
	１０％未満
	４
	５０％以上７０％未満
	１
	増加
	４
	今後検討開始

	その他
	有・無
	２
	１０％以上３０％未満
	５
	７０％以上
	２
	現状維持
	　

	　
	　
	３
	３０％以上５０％未満
	　
	３
	減少
	


２－９、前問（２－６）で「生産」を行っていると回答した方にお尋ねします。台湾拠点における「生産」業務の活動年数について、該当する番号を○で囲んでください。

　　１　１年未満

　　２　１年以上３年未満

　　３　３年以上５年未満

　　４　５年以上７年未満

　　５　７年以上
２－１０、前問（２－６）で「生産」を行っていると回答した方にお尋ねします。台湾拠点で生産を行うメリットは何ですか？該当する番号全てを○で囲んでください。

　　１　台湾の低廉な生産コスト

　　２　台湾人労働者の質の高さ

　　３　台湾政府の製造業に対する優遇措置

　　４　市場の近くでの生産（生産材）

　　５　市場の近くでの生産（消費材）

　　６　原材料の調達しやすさ

　　７　その他

　　　　　　　　

２－１１、前問（２－６）で「生産」を行っていると回答した方にお尋ねします。今後、台湾拠点の生産業務拡大、縮小の判断にあたってどのような点を重視されますか？該当する番号全てを○で囲んでください。

　　１　台湾の市場規模

　　２　労働コストの動向

　　３　競合他社の投資動向

　　４　台湾の技術発展動向

　　５　台湾の政策的環境動向（国内規制、価格規制、関税、優遇措置など）

　　６　マーケット産業での対中投資規制動向

　　７　自社の全世界的な生産能力の配分

　　８　その他

　　　　　　　　

２－1２、前問（２－６）で「研究開発・商品企画・設計」を行っていると回答した方にお尋ねします。台湾拠点における「研究開発・商品企画・設計」業務の活動年数について、該当する番号を○で囲んでください。

　　　１　１年未満

　　　２　１年以上３年未満

　　　３　３年以上５年未満

　　　４　５年以上７年未満

　　　５　７年以上
２－1３、前問（２－６）で「研究開発・商品企画・設計」を行っていると回答した方にお尋ねします。台湾拠点で研究開発を行うメリットは何ですか？該当する番号全てを○で囲んでください。

１　台湾の低廉な研究開発コスト

　　　２　台湾人研究開発スタッフの質の高さ

　　　３　台湾政府の研究開発に対する優遇措置

４　台湾市場をターゲットとした商品開発

５　中国を含むアジア市場をターゲットとした商品開発

　　　６　その他

　　　　　　　　

２－１４、前問（２－６）で「調達」を行っていると回答した方にお尋ねします。台湾拠点における調達業務の活動年数について、該当する番号を○で囲んでください。

　　　１　１年未満

　　　２　１年以上３年未満

　　　３　３年以上５年未満

　　　４　５年以上７年未満

　　　５　７年以上

２－１５、前問（２－６）で「調達」を行っていると回答した方にお尋ねします。台湾拠点で調達を行うメリットは何ですか？該当する番号全てを○で囲んでください。

１　台湾企業の技術レベル

　　　２　台湾企業のコスト競争力

　　　３　台湾企業の商品開発力

　　　４　その他


２－１６、前問（２－６）で「調達」を行っていると回答した方にお尋ねします。調達先の台湾企業は当該製品を主に台湾で生産していますか、中国で生産していますか。該当する番号を○で囲んでください。

１　台湾で生産している

　　　２　中国で生産している
２－１７、前問（２－６）で「販売、マーケティング」を行っていると回答した方にお尋ねします。台湾でのマーケティング活動を、中国を含む他のアジア地域でのマーケティングに活用する、いわゆる｢テストマーケティング｣機能を持たせていますか。該当する番号を○で囲んでください。

　　１　台湾でのマーケティング活動に、｢テストマーケティング｣機能を持たせている

　　２　台湾でのマーケティング活動に、｢テストマーケティング｣機能を持たせていない
２－１８、前問（２－６）で「テストマーケティング」を行っていると回答した方にお尋ねします。台湾のマーケティング活動に｢テストマーケティング｣機能を持たせる理由は何ですか。該当する番号全てを○で囲んでください。

　　１　台湾の市場規模や所得水準が｢テストマーケティング｣に適しているから　　

　　２　製造業を基盤とした台湾の産業構造が｢テストマーケティング｣に適しているから

　　３　台湾で受け入れられるテイスト(嗜好)は中国を含む華人市場にも受け入れられるから

　　４　その他

　　

３．貴拠点（台湾）とアジア拠点（中国を除く）との関係についてお伺いします。

３－１、まず、下表に示された各国に貴社グループに属する拠点があるか否かをお答えください（「有・無」の欄に○を囲んで下さい）。

３－２、次に、その拠点に対し、貴拠点（台湾）から出資を行っているか否かをお答えください（「有・無」の欄に○を囲んで下さい）。

３－３、第三に、貴拠点(台湾)はその拠点から調達（OEMを含む）を行っているか否かをお答えください（「有・無」の欄に○を囲んで下さい）。

３－４、最後に、その拠点に対し、貴拠点（台湾）から業務上の支援を行っているか否かをお答えください(該当する業務支援の個所に○をご記入ください。業務の支援は、開発設計、生産指導、技術指導、マーケティング、営業支援の５つの種別に分けてお聞きしています)。

【回答例】

	　
	３－１
	３－２
	３－３
	３－４業務支援関係

	　
	拠点
	出資
	部材調達
	開発設計
	生産指導
	技術指導
	ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
	営業支援

	シンガポール
	有･無
	有･無
	有･無
	
	
	
	○
	○

	タイ
	有･無
	有･無
	有･無
	
	○
	
	
	


【回答表】

	　
	３－１
	３－２
	３－３
	３－４業務支援関係

	　
	拠点
	出資
	部材調達
	開発設計
	生産指導
	技術指導
	ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
	営業支援

	シンガポール
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	タイ
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	マレーシア
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	フィリピン
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	インドネシア
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	ベトナム
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	韓国
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	香港
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　


３－５、アジア拠点（中国をのぞく）に対する貴拠点（台湾）からの支援業務は、今後どのような方向に進む可能性がありますか。該当する番号を○で囲んでください。

　　１　貴拠点（台湾）からの支援業務の重要性は、今後高まるだろう

　　２　貴拠点（台湾）からの支援業務の重要性は、今と変わらないだろう

　　３　貴拠点（台湾）からの支援業務の重要性は、今後低下してゆくだろう

３－６、前問（３－５）で｢１、高まる｣又は｢３、低下する｣とお答えの方は、その理由を下記にご記入下さい。

　　　　　　　　

４．貴拠点（台湾）と中国拠点との関係についてお伺いします。

４－１、まず、下表に示された中国の各都市(地域)に貴社グループに属する拠点があるか否かをお答えください（「有・無」の欄に○を囲んで下さい）。

４－２、次に、その拠点に対し、貴拠点（台湾）から出資を行っているか否かをお答えください（「有・無」の欄に○を囲んで下さい）。

４－３、第三に、貴拠点(台湾)はその拠点から調達（OEMを含む）を行っているか否かをお答えください（「有・無」の欄に○を囲んで下さい）。

４－４、最後に、その拠点に対し、貴拠点（台湾）から業務上の支援を行っているか否かをお答えください(該当する業務支援の個所に○をご記入ください。業務の支援は、開発設計、生産指導、技術指導、マーケティング、営業支援の５つの種別に分けてお聞きしています)。

【回答例】

	　
	４－１
	４－２
	４－３
	４－４業務支援関係

	　
	拠点
	出資
	部材調達
	開発設計
	生産指導
	技術指導
	ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
	営業支援

	北京市


	有･無
	有･無
	有･無
	
	
	
	○
	○

	天津市


	有･無
	有･無
	有･無
	
	○
	
	
	


【回答表】

	　
	４－１
	４－２
	４－３
	４－４業務支援関係

	　
	拠点
	出資
	部材調達
	開発設計
	生産指導
	技術指導
	ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
	営業支援

	北京市


	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	天津市


	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	上海市


	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	江蘇省

(昆山、無賜、蘇州他)
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	福建省

(福州･厦門他)
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	広東省

(東莞、広州他)
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	四川省

(成都･重慶他)
	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　

	その他


	有･無
	有･無
	有･無
	　
	　
	　
	　
	　


４－５、前問（４－４）で｢業務支援を行っている｣とお答えの方にお伺いします。その業務支援の活動年数について、該当する番号を○で囲んでください。

　　１　１年未満

　　２　１年以上３年未満

　　３　３年以上５年未満

　　４　５年以上７年未満

　　５　７年以上

４－６、前問（４－４）で｢業務支援を行っている｣とお答えの方にお伺いします。その支援業務のため、台湾拠点のスタッフを中国に駐在（長期出張を含む）させていますか。該当する番号を○で囲んでください。

　　１　台湾拠点のスタッフを駐在させている

　　２　台湾拠点のスタッフを駐在させていない

４－７、前問（４－４）で｢業務支援を行っている｣とお答えの方にお伺いします。その支援業務は台湾人スタッフ主体で行っていますか、日本人スタッフ主体で行っていますか。該当する番号を○で囲んでください。

　　１　台湾人スタッフが主体

　　２　日本人スタッフが主体

４－８、前問（４－７）で「台湾人スタッフが主体」とお答えの方にお伺いします。台湾人スタッフは具体的にどのような業務で強みを発揮しますか。該当する番号全てを○で囲んでください。

　　１　中国進出の台湾企業とのコミュニケーション

　　２　中国の現地政府機関とのコミュニケーション

　　３　中国の現地人材の管理、育成

　　４　その他
　　　　　　　　

４－９、中国の各拠点に対する貴拠点（台湾）からの支援業務は、今後どのような方向に進む可能性がありますか。該当する番号を○で囲んでください。

　　１　貴拠点（台湾）からの支援業務の重要性は、今後高まるだろう

　　２　貴拠点（台湾）からの支援業務の重要性は、今と変わらないだろう

　　３　貴拠点（台湾）からの支援業務の重要性は、今後低下してゆくだろう

４－１０、前問（４－９）で｢１ 高まる｣又は｢３ 低下する｣とお答えの方は、その理由を下記にご記入下さい。

　　　　　　　　

５．貴社グループの中国での事業展開における台湾企業との協力関係についてお伺いします。

５－１、貴社グループは中国での事業展開において、台湾企業と合弁会社を設立したり、技術提携を行うなどの提携関係(調達、OEMの関係は除く)がありますか。該当する番号全てを○で囲んでください。

　　１　台湾企業と中国に合弁会社を設立している。

　　２　台湾企業と中国で技術提携を行っている。
　　３　台湾企業との提携関係は無い。

５－２、上記で提携関係にある台湾企業とは以前より何らかのお付き合いがありましたか？該当する番号を○で囲んでください。

　　１　貴社グループと取引関係がある。

　　２　特に無く、中国での提携のために新規で関係を築いた。

　　３　中国以外の貴社グループの拠点でも提携関係にある。

　　４　その他


５－３、貴社グループは、将来的に中国での事業展開において、台湾企業との提携(調達、OEMの関係は除く)を検討していますか。該当する番号を○で囲んでください。

　　１　台湾企業との提携を検討している。

　　２　台湾企業との提携は検討していない。

５－４、前問（５－２）で「１、台湾企業との提携を検討している」とお答えの方にお伺いします。中国での事業展開において台湾企業と提携するメリットは何であるとお考えですか。該当する番号全てを○で囲んでください。

　　１　中国進出の台湾企業とのコミュニケーション

　　２　中国の現地政府機関とのコミュニケーション

　　３　中国の現地人材の管理

　　４　その他

　　　　　　　　

ご協力いただき、誠にありがとうございました
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